
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（北信地域） 

令和３年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 
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事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

 

 

 

 

 

 

 
 
自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する 

 

事業名 雪国でも安心して生活できる克雪集落づくり事業 

事業主体 

（連絡先） 

藤沢区 

事業区分 安全・安心な地域づくりに関する事業 

事業タイプ ハード 

総事業費 4,466,000円（うち支援金：3,349,000 円） 

①安心して生活するための消雪施

設整備と住民交流の活性化 

②集落の課題と解決に向けた住民

意識の共有 

※自己評価【 B 】 

【理由】 

・事業内容変更で時間を要したが、

より効果的な事業を実施できた。 

・集落課題について考える住民が

多くなってきた。 

業者の指導で作業する住民 

 

 【目標・ねらい】 

 

①雨季や冬期間でも不安なく安心して生活を送ること

ができるようになり、家にこもりがちな高齢者も安心

して外に出ることができ、住民同士の交流が活発とな

った。 

②住民自らが考え、自らが作業をすることにより、集

落の課題の発見や意識共有につながった。 

高齢者が多く降雪量が多い地域でも少ない労力で電

力等のエネルギーを使用せず安全に消雪ができるよう

豊富な自然流水を活用するための水路を整備した。 

①道路消雪の将来計画を見据えた水路改修 

支線 5水路改修 L=72m 

②溢水被害等の防災面も考慮した水路改修 

支線 7-14水路改修 L=65m 

元気づくり支援金で今回整備した水路はじめ、令和元年度に整備した流雪道路、令和２年度

整備の雪タネ等については効果的に活用できるよう、維持・管理を住民協働で行っていく。 

集落内にはまだ、消雪等に活用するため改良が必要な水路や消雪タネが残っていることから、

引き続き、課題解決に向けた自らによる事業の実施を検討していきたい。 


